近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１３クール日報（３月１２日～３月１８日）
	報告日
天気
	３月１４日（木）
雨のち晴れ
（気温：４度～12度）
	報告者
	兵庫県社協　納庄
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー

	１３クール：藤田、大橋、小谷、西谷、杉本、武智、佐田、崎野、納庄

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:30 朝礼
8:50 ボランティア受付
9:10 全体オリエンテーション
9:20 マッチング開始
10:10 ボランティア送り出し完了
（石崎、和倉、能登島、西湊）
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
15:30 本部で活動者報告受付
15:50 ボランティア見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
ヨットハーバー（２日目）

	
	17:15 終礼
18:00 明日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
19:00 活動終了

	報告事項

	●VCの状況
［V92名（延べ114名）、現地調査18件（一般13件、現場系1件、キャンセル4件）ニーズ対応17件（うち完了15件、継続2件）］
●マッチング担当
　・個別オリテ完了後、軽トラの位置がわからないという方が複数名おられた。案内方法どうするか。
　　⇒本来は階段下で案内する役割を現調班1名が担っていたが、今クールは1名減でスタートしているためその役割を担えるポジションがいない。１３クールに限っては市社協スタッフにその部分を担ってもらうこととなった。
●資材担当
・資材の汚れや床に砂がたまっていたため、早期帰着したチームに掃除を依頼。洗車の件も資材担当からから声掛けを行っていく。
●現地調査担当
　・今日まではVコーディネータの応募が一定数あったが、明日以降は応募が少ない状況。
●仮仮置き場担当
・灯油が入ったままの石油ストーブが仮仮に搬入され、中身があることに気付かず上着に灯油がかかった方がおられた。現在の搬入量からしても、中身の確認まではできないため、オリテの際に注意喚起してほしい。
・壁材を和倉の仮置き場にもっていった際に「アスベストではないか」と受け入れを断られた。土嚢袋４０袋分程度仮仮に置きっぱなしにしている。
　⇒明日もう一度仮置き場へ持っていき、再度断られるようであれば本部へ連絡ほしい。対応を考える。

	今後の主な予定
	●明日3/15(金)の動き
・仮仮置き場は16日(土)ヨットハーバー撤収日⇒17日(日)から七尾美術館へ移動。明日は搬入を優先し、16日にまとめて運び出し、撤収を行う予定。
・明日10:30～内閣府政務官が仮仮置き場の視察に来る。活動風景を見てもらいたいのでそれまでに間に合うように送り出しをしてほしいと市行政高木氏よりオーダーあり。
　⇒明日はオリテの順番を変更し、先に仮仮置き場活動者からオリテを行い、順次出発してもらう。

	調整課題・所感等
	・野口健氏のテント村プロジェクトについてはすでに総社市HPで第1クールの申込もスタートしている状況で、参加しているボランティアからも問い合わせがあった。
・七尾市社協としては「主導は総社市、うちは場所を提供しているだけなので問い合わせにお答えできない」との回答。ニュースでも２４日の開設を予定しているとのことで、参加人数の把握や参加者の統括等、テント村の運営について早急に方針を確認する必要がある。
・付随して、受け入れ人数えを増やした際にバディコムの台数が不足する。追加のレンタルやそれ以外の対策について協議する。

	その他
	・活動依頼書を誤って持って帰った方がおられた。電話連絡があり、近くに住む方だったためご自身で持参されたが、取り扱いには一層の注意が必要。




